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国立能登青少年交流の家について 
 

１ 『国立能登青少年交流の家』とは 

    国立能登青少年交流の家は，石川県の能登の入り口に位置し，海と山に囲まれ

た豊かな自然の中にある教育施設です。 
 

２ 国立能登青少年交流の家７つの魅力 

★ 豊かな自然に囲まれ，世界農業遺産がある 

★ 様々な体験活動が充実している 

★ 施設・設備が充実している 

★ とにかく経費が安い！ 

★ 栄養満点の食事（バイキング方式）が食べられる 

★ 『早寝早起き朝ごはん』（規則正しい生活を送ることができる） 

★ 能登はやさしや土までも（職員一同心よりおもてなしいたします） 
 

３ 理念 

青少年を取り巻く社会の急激な変動の中，今日の青少年にとって「仲間と寝食

を共にする体験」や「自然に触れる体験」，地域の「伝統・文化に学ぶ体験」など

の体験活動の減少が大きな課題となっています。 

国立能登青少年交流の家は，豊かな自然環境と充実した施設環境の中，青少年

に自然や人と関わる多様な活動や研修を通して，協調性，思いやり，社会規範等

を培い，これらの活動で得られた達成感や自信が，「青少年の自立」への歩みを確

実に進めるとの信念のもと，様々な教育活動を展開しています。 

利用いただく皆様一人一人が，実りの多い研修となるよう，職員一同精いっぱ

いの支援に努めています。 
 

４ 様々な体験活動 

 
 
 
 
 

５ 所章  

・能登半島と日本海を形どり，能登半島の８分割は国立第８番目の 

青年の家（現在：交流の家）を意味し，あわせて「向上」と「躍

動感」を表している。 

・オレンジ色は「積極性」と「抱負」を表している。 
 

６ マスコット 

・名前は「ヒノビィ」「ヒメビィ」「パパビィ」「ママビィ」 

・羽咋市指定の天然記念物である，ホクリクサンショウウオ，学名

「ヒノビウスタケダイ」から由来している。 

自然体験活動 交流体験活動 集団生活体験 学習・研修・奉仕活動 

地域文化体験 創作活動 スポーツ・文化活動 レクリエーション活動 
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利用できる団体 

① 成人又は青年の引率者がいて，あらかじめ具体的な体験活動の計画をもった団体であれば

ご利用できます。（高校生以下は，団体の代表者及び引率者になることはできません。） 

 

主に，小・中・高等学校等の集団宿泊学習などに利用されますが，家族や小グループ等，

具体的な活動計画をもっていればどなたでもご利用できます。 

 

（１）利用できる団体種別  

●小学校・中学校・高等学校・各種学校・大学等  

●保育所・幼稚園・幼保連携型認定こども園  

●子ども会・スポーツ少年団・青少年団体・婦人会・PTA・サロン・老人会等  

●家族・小グループ・各種団体等  

●官公庁・企業等  

●その他所長が認める団体  

 

（２）主な利用目的  

●集団宿泊学習・自然体験・生活体験・オリエンテーション・新入社員研修・ 

リーダー研修・修学旅行等  

●ゼミナール・サークルの合宿・部活動・勉強合宿・仲間づくり・親睦活動等 

 

② 以下に当てはまる団体はご利用できません。 

政治的活動・宗教的活動・営利を目的とした活動・反社会的な活動をする団体 

 

※当所の決まりに反する行為があった場合，他の利用者に迷惑の及ぶ行為があった場合，

指示に従っていただけない場合は，退所をお願いしたり，その後の利用をお断りするこ

ともあります。 

 

 

ご利用可能人数 

●１団体における最小利用人数       ２名 

●宿泊定員 

   ・本館             ４００名 

   ・テント泊           １００名            

休館日 

●本館                   １２月２9 日～１月 ３日（年末年始） 

●テント泊                 １０月 １日～5 月３１日 

●施設・設備の整備を行う日     年間で２４日程度（詳細はお問い合わせください） 


